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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】解除部材に指を掛けて引くという操作が必要で
あり、操作性のより一層の向上が求められている。
【解決手段】出力軸２２には保持部材４０が固定される
とともに、押しボタン５０が軸方向に移動可能に支持さ
れている。保持部材４０は係止突起４３ｄを有している
。ファンの中心にはボス部３５が設けられ、ボス部３５
の内周からモータに向かって弾性片３８が軸方向に延び
ている。弾性片３８の先端部に径方向、内方向に突出す
る係止爪３８ａが形成されている。係止爪３８ａが保持
部材４０の係止突起４３ｄに係止することにより、ファ
ンが出力軸２２から抜けるのを禁じる。押しボタン５０
は解除突起５５を有している。押しボタン５０をモータ
に向かって押した時に、解除突起５５の主傾斜面５５ａ
が弾性片３８の係止爪３８ａを径方向外方向に変位させ
ながら弾性片３８を弾性変形させることにより、弾性片
３８と係止突起４３ｄとの係止状態を解除する。
【選択図】図１０



(2) JP 2012-122365 A 2012.6.28

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モータの出力軸にファンを着脱可能に取り付けるようにした送風装置において、
　上記出力軸に固定された保持部材と、上記出力軸に軸方向移動可能に支持された押しボ
タンと、上記ファンに設けられた装着部とを備え、
　上記保持部材は、上記出力軸の軸芯から径方向に偏倚した保持部を有し、この保持部の
外面には係止突起が形成され、
　上記ファンの装着部は、ファンの中心に設けられたボス部と、このボス部に設けられた
弾性片とを有し、
　上記ボス部は、軸方向両端が開口した収容空間を有し、この収容空間に上記保持部材の
保持部が入り込んでおり、
　上記弾性片は、上記収容空間に配置されるとともに上記ボス部の内周から上記モータに
向かって軸方向に延び、その先端部に径方向、内方向に突出する係止爪を有し、この係止
爪が上記保持部材の係止突起に係止することにより、ファンが出力軸から抜けるのを禁じ
、
　上記押しボタンは、解除部と、この解除部においてモータの反対側の端に設けられた押
圧部とを有し、上記解除部の外面には、上記保持部の外面より径方向外方向に突出する解
除突起が形成され、
　上記解除突起は上記モータ側を向く主傾斜面を有し、この主傾斜面は上記モータから離
れるに従って上記出力軸の軸芯から遠ざかるように傾斜しており、上記押しボタンを上記
モータに向かって押した時に、上記解除突起の主傾斜面が上記弾性片の係止爪を径方向外
方向に変位させながら弾性片を弾性変形させることにより、上記係止爪と上記係止突起の
係止状態を解除することを特徴とする送風装置。
【請求項２】
　上記解除突起は、上記主傾斜面より上記モータから離れた部位に副傾斜面を有し、この
副傾斜面は、モータから遠ざかるにしたがって上記出力軸の軸芯に近づくように傾斜して
いることを特徴とする請求項１に記載の送風装置。
【請求項３】
　上記保持部材は上記出力軸と同軸をなすガイド筒部を有し、このガイド筒部に軸方向に
延びるスリットが形成され、このガイド筒部において少なくともこのスリットに隣接する
部位が上記保持部として提供され、
　上記押しボタンは上記ガイド筒部にスライド可能に収容されたスライド筒部を有し、こ
のスライド筒部において少なくとも上記スリットに対応する部位が上記解除部として提供
され、上記解除突起が上記ガイド筒部のスリットに入り込んでいることを特徴とする請求
項１または２に記載の送風装置。
【請求項４】
　さらに、上記保持部材と上記押しボタンとの間に介在され、押しボタンをモータから離
れる方向に付勢する付勢手段と、この付勢手段に抗して、押しボタンを保持部材に対して
係止するストッパ手段とを備え、押しボタンがこのストッパ手段で係止された位置にある
時、上記解除突起の主傾斜面が、上記係止突起と係合状態にある上記係止爪に接している
か離れていることを特徴とする請求項３に記載の送風装置。
【請求項５】
　上記ガイド筒部の外面には上記スリットの両側に、軸方向に延びる凹部が形成されてお
り、これら凹部に上記弾性片の係止爪が案内されることを特徴とする請求項３または４に
記載の送風装置。
【請求項６】
　上記ファンのボス部は、上記モータから遠ざかるにしたがってモータの軸芯に近づく円
錐形状の周壁と、この周壁の内周に周方向に間隔をおいて形成された複数の支持凸部とを
有し、この支持凸部の内面が上記保持部材の保持部の外面に接し、
　上記弾性片が上記支持凸部間に配置されていることを特徴とする請求項３～５のいずれ
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かに記載の送風装置。
【請求項７】
　上記ボス部の支持部内周の一部に係合凸部が形成され、上記保持部材のガイド筒部にお
けるファン側端部の外周の一部に係合凹部が形成され、この係合凹部はファン側の端が開
放されており、これら係合凸部と係合凹部の係合により、上記出力軸に対
するファンの回り止めがなされていることを特徴とする請求項３～６のいずれかに記載の
送風装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送風装置に関し、特にファンの着脱機構の改良に関する。
【背景技術】
【０００２】
　送風装置は、モータと、モータの出力軸に取り付けられたファンとを備えている。長期
使用によりファンには塵埃等が付着するために、ファンを定期的に清掃することが望まれ
る。この清掃時のファンの取り外し、再装着を簡単に行うために、ファンをモータの出力
軸に着脱可能に取り付ける構造が開発されている。
【０００３】
　特許文献１に開示された送風装置では、ファンの中央のボス部がモータの出力軸に回り
止めされた状態で嵌められている。このボス部には別部材をなす係合部材が取り付けられ
ている。この係合部材は、径方向に弾性変形可能な一対の弾性片を有している。各弾性片
の先端部は、横断面形状がＵ字形をなし、径方向外側の押圧部と、径方向内側の係止部と
を有している。これら押圧部と係止部とは出力軸を挟んで配置されている。
　上記弾性片の係合部がモータの出力軸に形成された環状の係合溝に嵌り込むことにより
、ファンの軸方向移動が禁じられ、出力軸からの脱落が防止される。
【０００４】
　特許文献１の送風装置においてファンを取り外す場合には、一対の弾性片の押圧部を２
本の指で挟んで互いに近づけることにより、これら弾性片を変形させてその係合部を出力
軸の係止溝から外す。これによりファンは出力軸に対して軸方向に移動が可能となり、取
り外すことができる。
【０００５】
　しかし、特許文献１の送風装置では、一対の弾性片を２本の指で挟んで互いに近づける
ように押圧する操作を必要とし、操作が煩雑であった。そのため、特にファンがシロッコ
ファンのように筒形をなし、その内部での操作を必要とする場合、及び／又は送風装置が
狭い収容空間に配置されている場合には、ファンの取り外しに手間がかかった。
【０００６】
　特許文献２には、ファン取り外し時の操作性を改良した送風装置が開示されている。こ
の送風装置では、特許文献１の送風装置に筒形状の解除部材を追加している。この解除部
材は上記弾性片に軸方向移動可能にして被せられており、その内周には突起が形成されて
いる。他方、上記弾性片の押圧部外面には傾斜面が形成されている。
【０００７】
　特許文献２の送風装置においてファンを外す場合には、上記解除部材に指を掛けて軸方
向に引く。すると、解除部材の突起が弾性片の押圧部の傾斜面を押し、これにより係合部
材の一対の係合部が出力軸の係合溝から外れ、ファンの抜け止め状態が解除される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００９－２８１２６６号公報
【特許文献２】特開２０１０－１６３８７０号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、特許文献２でも解除部材に指を掛けて引くという操作が必要であり、操作性の
より一層の向上が求められている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、モータの出力軸にファンを
着脱可能に取り付けるようにした送風装置において、
　上記出力軸に固定された保持部材と、上記出力軸に軸方向移動可能に支持された押しボ
タンと、上記ファンに設けられた装着部とを備え、
　上記保持部材は、上記出力軸の軸芯から径方向に偏倚した保持部を有し、この保持部の
外面には係止突起が形成され、
　上記ファンの装着部は、ファンの中心に設けられたボス部と、このボス部に設けられた
弾性片とを有し、
　上記ボス部は、軸方向両端が開口した収容空間を有し、この収容空間に上記保持部材の
保持部が入り込んでおり、
　上記弾性片は、上記収容空間に配置されるとともに上記ボス部の内周から上記モータに
向かって軸方向に延び、その先端部に径方向、内方向に突出する係止爪を有し、この係止
爪が上記保持部材の係止突起に係止することにより、ファンが出力軸から抜けるのを禁じ
、
　上記押しボタンは、解除部と、この解除部においてモータの反対側の端に設けられた押
圧部とを有し、上記解除部の外面には、上記保持部の外面より径方向外方向に突出する解
除突起が形成され、
　上記解除突起は上記モータ側を向く主傾斜面を有し、この主傾斜面は上記モータから離
れるに従って上記出力軸の軸芯から遠ざかるように傾斜しており、上記押しボタンを上記
モータに向かって押した時に、上記解除突起の主傾斜面が上記弾性片の係止爪を径方向外
方向に変位させながら弾性片を弾性変形させることにより、上記係止爪と上記係止突起の
係止状態を解除することを特徴とする。
【００１１】
　上記構成によれば、押しボタンの押圧部を押すだけで、この押しボタンの解除突起が、
ファン装着部の弾性片を弾性変形させながら、この弾性片の係止爪を、モータ出力軸に固
定された保持部材の係止突起から外すことができる。そのため、ファンをモータ出力軸か
らの取り外す作業を簡単に行うことができる。
【００１２】
　好ましくは、上記解除突起は、上記主傾斜面より上記モータから離れた部位に副傾斜面
を有し、この副傾斜面は、モータから遠ざかるにしたがって上記出力軸の軸芯に近づくよ
うに傾斜している。
　これによれば、弾性変形した状態の弾性片が副傾斜面に達した時に、ファンにモータか
ら離れる方向の力が付与されるため、ファンの取り外し作業をより一層簡単に行うことが
できる。
【００１３】
　好ましくは、上記保持部材は上記出力軸と同軸をなすガイド筒部を有し、このガイド筒
部に軸方向に延びるスリットが形成され、このガイド筒部において少なくともこのスリッ
トに隣接する部位が上記保持部として提供され、上記押しボタンは上記ガイド筒部にスラ
イド可能に収容されたスライド筒部を有し、このスライド筒部において少なくとも上記ス
リットに対応する部位が上記解除部として提供され、上記解除突起が上記ガイド筒部のス
リットに入り込んでいる。
　これによれば、押しボタンのスライド筒部を保持部材のガイド筒部にスライド筒部にス
ライド可能に収容することにより、押しボタンをモータ出力軸に軸方向移動可能に支持す
ることができ、しかも解除突起がスリットに入り込むことにより、その解除作用に支障を
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きたすことがない。
【００１４】
　好ましくは、さらに、上記保持部材と上記押しボタンとの間に介在され、押しボタンを
モータから離れる方向に付勢する付勢手段と、この付勢手段に抗して、押しボタンを保持
部材に対して係止するストッパ手段とを備え、押しボタンがこのストッパ手段で係止され
た位置にある時、上記解除突起の主傾斜面が、上記係止突起と係合状態にある上記係止爪
に接しているか離れている。
　これによれば、非操作状態での押しボタンの位置決めを行うことができる。
【００１５】
　好ましくは、上記ガイド筒部の外面には上記スリットの両側に、軸方向に延びる凹部が
形成されており、これら凹部に上記弾性片の係止爪が案内される。
　これによれば、ファンをモータ出力軸に装着する際に、弾性片の周方向の位置決めを簡
単に行うことができる。
【００１６】
　好ましくは、上記ファンのボス部は、上記モータから遠ざかるにしたがってモータの軸
芯に近づく円錐形状の周壁と、この周壁の内周に周方向に間隔をおいて形成された複数の
支持凸部とを有し、この支持凸部の内面が上記保持部材の保持部の外面に接し、上記弾性
片が上記支持凸部間に配置されている。
　これによれば、ファンを保持部材により安定して支持することができる。
【００１７】
　好ましくは、上記ボス部の支持部内周の一部に係合凸部が形成され、上記保持部材のガ
イド筒部におけるファン側端部の外周の一部に係合凹部が形成され、この係合凹部はファ
ン側の端が開放されており、これら係合凸部と係合凹部の係合により、上記出力軸に対す
るファンの回り止めがなされている。
　これによれば、ファン装着時にファンを軸方向移動させるだけで簡単にファンをモータ
出力軸に対して回り止めすることができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、ファンをモータ出力軸から簡単に取り外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係わる送風ユニットを組み込んだ固定サッシ窓を示し、（
Ａ）は正面図、（Ｂ）は縦断面図である。
【図２】同送風ユニットを含む固定サッシ窓の要部の拡大縦断面図である。
【図３】図２中III－III線に沿う平断面図であり、送風ユニットの吐出部を省いて示す。
【図４】同送風ユニットの分解斜視図であり、屋内側を上にし、屋外側を下にして示す。
【図５】同送風ユニットのシロッコファンを示し、（Ａ）は全体斜視図、（Ｂ）は装着部
（着脱機構のシロッコファン側の構造）の縦断面図、（Ｃ）は図５（Ｂ）中Ｖ－Ｖ線に沿
う縦断面図である。
【図６】同送風ユニットにおいてモータ出力軸に設けられる受け部（着脱機構のモータ側
の構造）を示す分解断面図である。
【図７】同受け部の構成要素の一つである保持部材を示し、（Ａ）は斜視図、（Ｂ）は軸
方向から見た側面図、（Ｃ）は図７（Ｂ）中VII－VII線に沿う縦断面図である。
【図８】同受け部の他の構成要素である押しボタンを示し、（Ａ）は縦断面図、（Ｂ）は
図８（Ａ）において左側から見た側面図、（Ｃ）は、図８（Ａ）において右側から見た側
面図である。
【図９】同着脱機構を介してシッコロファンを出力軸に装着する工程を説明する縦断面図
であり、（Ａ）は装着前、（Ｂ）は装着後の状態をそれぞれ示す。
【図１０】同シロッコファンを出力軸から取り外す工程を説明する要部拡大縦断面図であ
り、（Ａ）は押しボタンを押した直後の状態、（Ｂ）はさらに押しボタンを押し進めた状
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態をそれぞれ示す。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施形態について図面を参照しながら説明する。
　図１に示すように、家屋の洗面所やトイレ等の狭い部屋の外壁に窓開口１が形成され、
この窓開口１の屋外側の縁部に、サッシ窓２が嵌め込まれて固定されている。この固定サ
ッシ窓２は、縦長のサッシ枠３の下部にガラス板４を嵌め込み、上部に２４時間換気を行
うための送風ユニット５（本発明に係わる送風装置）を設置することにより構成されてい
る。
【００２１】
　上記サッシ枠３は、上枠３ａと下枠３ｂと左右の縦枠３ｃとで、長方形に組み立てられ
ている。さらにサッシ枠３は、上枠３ａと平行をなす中間枠３ｄを有している。この中間
枠３ｄと上記下枠３ｂ、左右の縦枠３ｃとで囲われた領域に上記ガラス板４が嵌め込まれ
ている。
【００２２】
　図２、図３に示すように、上記上枠３ａと中間枠３ｄの間には、支持枠３ｅが固定され
ている。この支持枠３ｅは屋内と屋外を遮断する垂直壁を有しており、この垂直壁には後
述するように左右一対の支持口３ｘ（図２にのみ示す）が形成されている。
【００２３】
　上記上枠３ａと支持枠３ｅの垂直壁の屋外側の面との間には、左右に延びる補助枠３ｆ
が固定されている。この補助枠３ｆは断面Ｌ字形をなしており、この補助枠３ｆと上枠３
ａ、支持枠３ｅおよび左右の縦枠３ｃとで、補助空間３ｙが形成されている。この補助枠
３ｆの底壁には、排気側（屋外側）の通気口３ｚが形成されている。
【００２４】
　他方、上記中間枠３ｄの屋内側の縁部と支持枠３ｅの下縁部には、屋内に向かってほぼ
水平に延びる底板６が固定されている。この底板６には多数の吸気側（屋内側）の通気口
６ａが形成されており、その上面にはフィルタ６ｂが取り付けられている。
【００２５】
　上記底板６と上枠３ａとの間には、カバーユニット７が着脱可能に取り付けられている
。このカバーユニット７は、正面カバー７ａとその左右端に正面カバー７ａと直交して固
定されたキャップ板７ｂとを有している。正面カバー７ａは垂直壁とこの垂直壁の上縁か
ら屋外側に向かって湾曲した湾曲壁とを有している。この湾曲壁の屋外側の縁には樹脂製
の押出型材からなる挿入部材７ｃが固定されており、この挿入部材７ｃが上枠３ａの係止
穴に挿入されることにより、カバーユニット７が上枠３ａに支持されている。正面カバー
７ａの下縁部はネジ８で底板６の屋内側の縁部に連結されており、これによりカバーユニ
ット７が底板６に支持されている。
【００２６】
　上述したようにして、支持枠３ｅと底板６とカバーユニット７とで、収容空間９を有す
るケーシングが構成されている。上記正面カバー７ａの裏面（収容空間９を臨む面）には
吸音材７ｄが貼り付けられている。
　上記ケーシングの収容空間９に上記送風ユニット５が収納されている。後述するシロッ
コファン３０の取り外しの際には、ネジ８を緩めることによりカバーユニット７が取り外
される。
【００２７】
　図２～図４に示すように、送風ユニット５は、支持ベース１０と、この支持ベース１０
に組み付けられたモータユニット２０および左右一対のシロッコファン３０を、主たる構
成要素として備えている。
【００２８】
　上記支持ベース１０は左右に長く形成されており、屋外側に突出する左右一対の矩形の
吐出部１１を有している。各吐出部１１には逆流防止板１２の上縁が回動可能に支持され
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ている。
【００２９】
　図４に示すように、上記モータユニット２０は、モータ２１と、このモータ２１の両側
に固定されたモータベース２５と、これらモータベース２５に固定された種々の部品とを
備えており、これらモータベース２５を上記支持ベース１０に固定することにより、モー
タユニット２０が支持ベース１０に支持されている。
【００３０】
　上記モータ２１は、同軸をなして左右に突出する一対の出力軸２２（一方のみ示す）を
有している。これら出力軸２２は、モータベース２５の中央の穴を通って外に突出してお
り、これら出力軸２２の各々に、着脱機構１００を介してシロッコファン３０が着脱可能
に取り付けられている。
【００３１】
　各シロッコファン３０は、断面円弧形状のファンケース１５により周囲を覆われている
。このファンケース１５は、上記モータベース２５に固定されるとともに、上記支持ベー
ス１０に固定されている。ファンケース１５の開口縁部には、環状をなすファンカバー１
６が簡単に着脱できるようにして取り付けられている。
【００３２】
　上記シロッコファン３０は、軸方向に延びるとともに周方向に等間隔をおいて配置され
た多数の細長いブレード３１を有して円筒形状をなしており、その軸方向一端側（モータ
ユニット２０の反対側）の開口が、空気の吸込口３２となり、ブレード３１の間隙から遠
心方向に空気を吐出するようになっている。左右一対のシロッコファン３０は、上記支持
ベース１０の吐出部１１に対応した位置にある。
【００３３】
　上記送風ユニット５は、上記支持ベース１０の左右一対の吐出部１１を支持枠３ｅの左
右一対の支持穴３ｘに嵌め込むとともに、支持ベース１０を支持枠３ｅに固定することに
より、上記収容空間９に配置される。
【００３４】
　上記送風ユニット５による送風作用について簡単に説明する。上述したように、洗面所
やトイレ等の狭い部屋に送風ユニット５が設置されている。屋外の新鮮な空気は、他の部
屋のサッシ戸等に装着した換気装置から屋内に入り込み、屋内を通り、送風ユニット５に
より吸引されて屋外に排出される。送風ユニット５を常時駆動させておけば、屋内に常に
新鮮な空気を供給することができる。
【００３５】
　固定サッシ窓２における空気の流れについて、詳しく説明する。図２に矢印で示すよう
に、屋内の空気は、窓開口１の下部から底板６の通気口６ａを経て収容空間９に入り込み
、さらに図３に矢印で示すように、送風ユニット５の両端から左右一対のシロッコファン
３０に吸い込まれ、シロッコファン３０の遠心方向に吐出される。この際、吐出空気はフ
ァンカバー１５により支持ベース１０の吐出部１１に向けられる。この吐出空気は、図２
に示すように逆流防止板１２を開いて補助空間３ｙに送られ、さらに補助枠３ｆの通気口
３ｚを通って屋外に排出される。
【００３６】
　次に、シロッコファン３０をモータ２１の出力軸２２に着脱可能に取り付けるための着
脱機構１００について、図５～図１０を参照しながら詳述する。
　最初に、シロッコファン３０の装着部１０１（着脱機構１００におけるシロッコファン
３０側の構造）について、図５を参照しながら説明する。この装着部１０１は、シロッコ
ファン３０のボス部３５を含む。このボス部３５はシロッコファン３０の軸芯上（中心）
に配置されており、ブレード３１のモータユニット２０側の端に連なっている。
【００３７】
　上記ボス部３５は、その周囲を上記ブレード３１に囲われており、軸方向の両端が開口
した収容空間３５ａを有している。詳述すると、ボス部３５は、モータ２１に向かって徐
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々に軸芯との距離が増大するような円錐形状の周壁３６と、この周壁３６の内周に突出形
成され径方向に対峙した一対の支持凸部３７とを有している。これら支持凸部３７は中空
をなし、広い角度範囲にわたって横断面円弧状に形成されている。支持凸部３７の内面３
７ａは、モータ２１に向かって軸芯との距離が増大するような緩やかなテーパをなしてい
る。
【００３８】
　さらに上記装着部１０１は、上記ボス部３５の収容空間３５ａに配置された一対の弾性
片３８を有している。これら一対の弾性片３８は上記一対の支持凸部３７間に位置すると
ともに、互いに径方向に対峙している。各弾性片３８は、周壁３６の吸引口３２側の端の
近傍から、モータ２１に向かって軸方向に細長く延びており（本実施形態では、弾性片３
８は先端に向かうにしたがって軸芯に近づくように緩やかに傾斜している）、その先端部
には径方向、内方向に突出する係止爪３８ａを有している。
【００３９】
　さらに、上記一対の支持凸部３７の周方向中央の内周には、吸引口３２側の端に位置す
る係合凸部３９が形成されている。これら一対の係合凸部３９は、上記弾性片３８と周方
向に９０°の角度間隔をおいて離れている。
【００４０】
　次に、モータ２１の出力軸２２に設けられた受け部１０２（上記着脱機構１００のモー
タ２１側の構造）の概略構成について、図６を参照しながら説明する。この受け部１０２
は、保持部材４０と、押しボタン５０を主要構成要素として備え、さらに、固定ネジ６１
とコイルバネ６２（付勢手段）と、ピン６３（ストッパ手段、図４参照）とを備えている
。
【００４１】
　上記保持部材４０は、図７に最も良く示すように、固定筒部４１と、この固定筒部４１
の軸方向中間部外周に連なる円形の板状鍔部４２と、この鍔部４２に連なり固定筒部４１
と同軸をなす略円筒形状のガイド筒部４３とを有している。
【００４２】
　上記固定筒部４１においてモータ２１の反対側の端の内周の一部には突起４１ａが形成
されている。図６、図９（Ａ）に示すように、上記保持部材４０の固定筒部４１に上記出
力軸２２の先端部を挿入するとともに、固定筒部４１の突起４１ａを、出力軸２２の先端
部外周の一部に形成された切欠２２ｂに嵌め込み、出力軸２２の端面に形成されたねじ穴
２２ａに固定ネジ６１をねじ込んで締め付けることにより、保持部材４１は出力軸２２に
対して回り止めされた状態で固定されている。
【００４３】
　図７に示すように、上記ガイド筒部４３の外周面は、上記シロッコファン３０の支持面
３７ａに対応したテーパ面をなす面領域を有している。
　ガイド筒部４３には、軸方向に延びる一対のスリット４３ａが径方向に対峙して形成さ
れており、これらスリット４３ａにより、ガイド筒部４３は一対の半円筒部４３ｂに分け
られている。
【００４４】
　上記半円筒部４３ｂの周方向の縁部の外面には、スリット４３ａに隣接して、軸方向に
延びる浅い凹部４３ｃが形成されている。ガイド筒部４３において、少なくともこの半円
筒部４３ｂの縁部が、出力軸２２の軸芯から径方向に偏倚した保持部（特許請求の範囲参
照）として提供される。
　上記スリット４３ａとその両側の凹部４３ｃの合計幅は、上述したシロッコファン３０
の弾性片３８の係止爪３８ａの幅とほぼ等しい。なお、ガイド筒部４３の外周は先細の緩
やかなテーパをなしているため、凹部４３ｃは先端が浅く基端にむかって深くなっている
。
【００４５】
　各凹部４３ｃの軸方向の中間位置には係止突起４３ｄが形成されている。この係止突起
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４３ｄは、モータ２１に向かうにしたがって出力軸２２の軸芯からの距離が大きくなるよ
うな緩やかな傾斜面４３ｅを有し、この傾斜面４３ｅの終端が急峻な係止面４３ｆに連な
っている。この係止面４３ｆは例えば軸芯と直交している。
【００４６】
　さらに、上記ガイド筒部４３の半円筒部４３ｂの周方向中央かつ軸方向中間位置には、
ピン挿通用の穴４３ｇが形成され、周方向中央かつ軸方向の一端部（モータ２１の反対側
の端部）外面には、回り止め用の係合凹部４３ｈが形成されている。この係合凹部４３ｈ
は先端側が開放されている。
【００４７】
　上記押しボタン５０は、図８に最も良く示すように、円筒状のスライド筒部５１（解除
部）と、このスライド筒部５１の一端側を塞ぐ押圧部５２とを有している。このスライド
筒部５１の外径は上記保持部材４０のガイド筒部４３の内径とほぼ等しい。
【００４８】
　上記スライド筒部５１の内周には、軸方向に延びる細長いバネ受け用突起５３が周方向
に間隔をおいて例えば４つ形成されており、これらバネ受け用突起５３から周方向に離間
した位置には軸方向に細長い長円形状をなす一対のピン挿通用の穴５４が径方向に対峙し
て形成されている。
【００４９】
　上記押しボタン５０は、その外周に上記穴５４から周方向に９０°離間した一対の解除
突起５５を有している。この解除突起５５は、軸方向に細長く延び、モータユニット２０
側の一端から他端に向かうにしたがって順に主傾斜面５５ａと副傾斜面５５ｂを有してい
る。
　上記主傾斜面５５ａは、上記一端から他端に向かって出力軸２２の軸芯から遠ざかるよ
うに傾斜している。この傾斜角度は本実施形態では約４５°である。
　上記副傾斜面５５ｂは主傾斜面５５ａに連なり上記他端に向かうにしたがって出力軸２
２の軸芯に近づくように傾斜している。このように副傾斜面５５ｂは主傾斜面５５ａと傾
斜が逆であり、その傾斜角度も緩やかである。なお、本実施形態では副傾斜面５５ｂは２
つの面領域５５ｂ１，５５ｂ２を有しており、主傾斜面５５ａに近い面領域５５ｂ１の傾
斜角度に比べて遠い方の面領域５５ｂ２の傾斜角度の方が大きい。
【００５０】
　図９（Ａ）に示すように、上記押しボタン５０のスライド部５１が上記保持部材４０の
ガイド筒部４３に軸方向にスライド可能に収容されている。
　上記保持部材４０の鍔部４２と上記押しボタン５０のバネ受け用突起５３との間にはコ
イルバネ６２が配されており、このコイルバネ６２により押しボタン５０はモータ２１か
ら遠ざかる方向に付勢されている。
【００５１】
　上記保持部材４０のガイド筒部４３の穴４３ｇと上記押しボタン５０のスライド筒部５
１の穴５４には、ピン６３が挿入されており、このピン６３の両端はガイド筒部４３に固
定されている。上記押しボタン５０は、その穴５４の一端がピン６３に引っ掛かることに
より、その移動ストロークの限界位置（モータ２１から最も離れた位置）を決定される。
この限界位置では、押しボタン５０の押圧部５２はガイド筒部４３から所定量突出してい
る。
【００５２】
　上記押しボタン５０の解除突起５５は、ガイド筒部４３のスリット４３ａに挿入されて
いる。押しボタン５０のスライド筒部５１がガイド筒部４３に挿入された状態で、解除突
起５５はガイド筒部４３の凹部４３ｃの底面（保持部の外面）から突出し、その頂点（主
傾斜面５５ａと副傾斜面５５ｂの境）は、ガイド筒部４３の係止用突起４３ｄの頂点（傾
斜面４３ｅと係止面４３ｆとの境）に比べて、径方向高さが等しいか若干高い。図９（Ａ
）に示すように、押しボタン５０が上記移動ストロークの限界位置にある時（押しボタン
５０が非操作位置にある時）、解除突起５５の主傾斜面５５ａは、ガイド筒部４３の係止
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用突起４３ｄの係止面４３ｆより後退した位置（モータ２１から遠ざかる位置）にある。
【００５３】
　上記スライド筒部５１において、少なくとも上記スリット４３ａに対応する部位が、出
力軸２２から径方向に偏倚した解除部（特許請求の範囲参照）として提供される。
【００５４】
　上記構成をなす着脱機構１００を介してシロッコファン３０をモータ２１の出力軸２２
に簡単に着脱することができる。最初に図９を参照しながらシロッコファン３０の装着部
１０１を出力軸２２の受け部１０２に装着する工程について説明する。
【００５５】
　図９（Ａ）に示すように、シロッコファン３０を出力軸２２と同軸にして、受け部１０
２に向かって前進させる。この際、装着部１０１の弾性片３８の先端係止爪３８ａが、保
持部材４０のスリット４３ａの両側に形成された一対の浅い凹部４３ｃの端に入り込むよ
うに、シロッコファン３０を周方向に位置調節する。
【００５６】
　上記一対の凹部４３ｃによる係止爪３８ａの案内を伴いながら、シロッコファン３０を
さらに前進させると、この係止爪３８ａは押しボタン５０の解除突起５５の副傾斜面５５
ｂに当たり、この副傾斜面５５ｂを滑りながら径方向外側に変位する。これに伴い弾性片
３８が径方向外方向に弾性変形する。
　なお、係止爪３８ａが押しボタン５０の副傾斜面５５ｂに当たると、押しボタン５０に
はモータ２１に向かう押し力が働くが、コイルバネ６２の弾性力の方が大きいので、押し
ボタン５５は移動しない。
【００５７】
　さらにシロッコファン３０を押し進めると、弾性片３８の係止爪３８ａが、解除突起５
５の主傾斜面５５ａに移るとともに保持部材４０の係止突起４３ｄの傾斜面４３ｅに当た
る。
　さらにシロッコファン３０を押し進めると、図９（Ｂ）に示すように、弾性片３８の先
端係止爪３８ａが係止突起４３ｄの傾斜面４３ｅを越えて係止面４３ｆに達し、一対の浅
い凹部４３ｃに再び入り込む。この時、弾性片３８は元の（自然の）形状またはそれに近
い形状に復帰する。
　上記の最後の過程で、装着部１０１の係合凸部３９が保持部材４０の係合凹部４３ｈに
入り込み、その先端が係合凹部４３ｈのモータ２１側の端縁に当たる。
【００５８】
　上述したようにして、シロッコファン３０は単に押し込むだけで簡単に出力軸２２に装
着することができる。
　この装着状態において、係合部材４０のガイド筒部４３の外周面がシロッコファン３０
の支持凸部３７の内周面３７ａに接してシロッコファン３０を支持する。また、係合凸部
３９と係合凹部４３ｈの係合により、シロッコファン３０の出力軸２２に対する回り止め
がなされ、この係合凸部３９の先端と係合凹部４３ｈの端縁が当たることにより、シロッ
コファン３０のモータ２１方向への軸移動が禁じられる。さらに、弾性片３８の係止爪３
８ａと係止突起４３ｄの係止面４３ｆとの係止により、シロッコファン３０のモータ２１
から遠ざかる方向への移動が禁じられる（抜け止め）。
【００５９】
　次に、シロッコファン３０を清掃のために取り外す場合について説明する。図９（Ｂ）
の状態において、押しボタン５０の押圧部５２を指で押す。すると、押圧部５２はコイル
バネ６２に抗してモータ２１方向に移動し、その直後に、図１０（Ａ）に示すように、押
しボタン５０の解除突起５５の主傾斜面５５ａが、弾性片３８の係止爪３８ａに当たる。
【００６０】
　さらに押しボタン５０を押し進めると、弾性片３８の係止爪３８ａが主傾斜面５５ａを
滑りながら径方向外方向に変位し、これに伴い弾性片３８が径方向外方向に弾性変形する
。さらに、押しボタン５０を押し進めると、図１０（Ｂ）に示すように、弾性片３８の係
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止爪３８ａは解除突起５５の主傾斜面５５ａを越えて副傾斜面５５ｂに至る。
【００６１】
　上述したように弾性片３８の係止爪３８ａが解除突起５５の副傾斜面５５ｂに至ると、
弾性片３８の弾性力が係止爪３８ａと副傾斜面５５ｂの当接点に作用し、その軸方向分力
により、シロッコファン３０はモータ２１から遠ざかる方向に移動する。シロッコファン
３０の移動に伴い、係止爪３８ａは副傾斜面５５ｂの緩やかな傾斜領域５５ｂ１から比較
的急な傾斜領域５５ｂ２へと移動するため、シロッコファン３０はさらにモータ２１から
遠ざかる方向に加速される。
【００６２】
　最後に押しボタン５０から指を離すと、押しボタン５０はコイルバネ６２の力で押し戻
される。その結果、シロッコファン３０は押しボタン５０に押されて、さらにモータ２１
から離れる方向に移動される。
　このようにして、押圧ボタン５０を押すだけの簡単な操作でシロッコファン３０を外す
ことができる。
【００６３】
　上記実施形態において、押しボタン５０が非操作位置にあり、ファン３０の弾性片３８
の係止爪３８ａが、保持部材４０の係止突起４３ｄに係止されている状態において、解除
突起５５の主傾斜面５５ａはファン３０の弾性片３８の係止爪３８ａに接していても良い
。
【００６４】
　本発明は、上記実施例に制約されず、種々の態様を採用することができる。例えば、シ
ロッコファンの代わりにプロペラ式のファン、タ－ボ式ファン、クロスフロ－式ファンを
使用する場合でもよい。
　上記実施形態では、モータ出力軸に対するファン３０の回り止めを、装着部１０１の係
合凸部３９と保持部材４０の係合凹部４３ｈの係合により行っているが、他の手段で回り
止めしてもよい。
　上記実施形態の保持部材４０は、ガイド筒部４３の代わりに、モータ出力軸の軸芯から
径方向に偏倚して軸方向に延びる一つ又は複数のリブ（保持部）を有していてもよい。同
様に、押しボタン５０は、スライド筒部５１の代わりに、モータ出力軸の軸芯から径方向
に偏倚して軸方向に延びる１つ又は複数のリブ（解除部）を有していてもよい。
　上記押しボタンを、保持部材を介さずにモータ出力軸に軸方向移動可能に支持してもよ
い。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　本発明は、家屋の送風装置等に適用できる。
【符号の説明】
【００６６】
５　送風ユニット（送風装置）
２１　モータ
２２　出力軸
３０　シロッコファン（ファン）
３５　ボス部
３６　周壁
３７　支持凸部
３８　弾性片
３８ａ　係止爪
３９　係合凸部
４０　保持部材
４３　ガイド筒部（保持部）
４３ａ　スリット
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４３ｄ　係止突起
４３ｈ　係合凹部
５０　押しボタン
５１　スライド筒部（解除部）
５２　押圧部
５５　解除突起
５５ａ　主傾斜面
５５ｂ　副傾斜面
１００　着脱機構
１０１　装着部（着脱機構におけるファン側の構造）
１０２　受け部（着脱機構におけるモータ出力軸側の構造）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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